




















雄氏が 1988 年 9 月に逝去され、御遺志により伊東氏遺族から
寄贈された資料群（地図 1 点のみ葛西森夫氏寄贈）、② 1989
年 5 月に正隆実弟の智夫氏から寄贈された資料群、③その他
有縁の方々から寄贈された資料群という三つの資料群から成
り、2010 年 3 月時点でいったん整理が終了し公開された（287
点）。ところが、それが呼び水となったのか、新たな大島正隆






東北地方の歴史研究者が多く集まる東北史学会の大会が、本年度は 10 月 1-2 日に仙台（東北










































































































9月　2週間 山形県西置賜郡北小国 ･小国本 ･
南小国村を調査























































1-1）　母今子あて書簡　4通 1933 年（昭和 8）
「仙台市片平 40 番地」＝宮城県監獄片平丁支署か
ら母の今子に宛てた封書。1933 年 1 月 11 日に検挙



























































｢ 転向 ｣ 後の心境を語り合い、日本の「国体」を中
心とする研究を行っていたといいます。無理やり思
想を ｢ 矯正 ｣ しようという意図が明白で、会への参
加が大学への復学・入学の条件とされていたのです。







































1936・37 年（昭和 11・12）のものが 17 編のこって























































































































































































600 字詰原稿用紙 131 枚（400 字換算約 200 枚）。

















    伊達家
    伊達家と北条家
    豊臣秀吉と伊達北条両家
    秀吉の奥州仕置
      葛西氏没落
　　　検地
　　　木村氏の政治
    葛西大崎一接
    伊達氏国替
    国替の意義









 ( 農村内諸身分に即しての各個的考察 )
第一章 旧城主の行方
 ( 武士の子孫其一 )
    第一節 熊谷一族
    第二節 小梨氏
    第三節 沢辺氏
    第四節 芳賀氏
    第五節 鳥畑氏
    第六節 菅原氏
    第七節 馬籠氏
    結び
  第二章 肝入源流考 ( 武士の子孫其二 )
    第一節 熊谷家
    第二節 斉藤家
    第三節 阿部一族
      三節の概観
    第四節 基本型の三例
    第五節 遊佐氏
    第六節 内ケ崎氏
      附諭 新宿取立に就いて
  　第七節 今泉検断家
    結び
  第三車 農民の状憩
    第一節 伊具三村の農民
    第二節 山中野伏
    第三節 大倉村早坂氏
    第四節 農民出陣の二例
    第五節 草創之百姓
    結び
 
3）　東北中世史の開拓


























































①弟正泰宛て葉書（1940 年 10 月 23 日付）
「小生此の秋休みは古文書展の骨休にまたヒユツテ
ぐらし」の一節が見える。



















































































1940 年（昭和 15）、41 年の史料採訪旅行の内容が
詳細に記録されている。
・40 年５月 30 日　秋田大館史料調査
・40 年 10 月 26 日　大悲山文書抄
・40 年 10 月 28 日～　秋田庄内採訪
・41 年３月 24 日～　岩手県採訪
・41 年４月８日　（東大）史料編纂所
3-3-2）　手帳















































が再び仙台に戻ることはなく、翌 1944 年（昭和 19）1 月 12 日帰らぬ人となりました。享年 34 でした。














た。年が明け 1944 年（昭和 19）の年賀状には、今
年は完治し巣立ちたいと記しましたが、願いかなわ



















4-1-3）　最後の年賀状　1944 年（昭和 19）1 月 1 日
父正満・母今子に宛てたもの。父の研究の成果、母
の健康、弟妹達への祝福をそれぞれ願い、つづいて
自らの健康を祈念している。正隆はこの 1 月 12 日
に逝去し、これが絶筆となる。




















































（２）『大島正隆資料集』〈東北文化資料叢書第 6 集〉を作成中で、2012 年 3 月に刊行予定。
